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監   査   公   表 

 

  地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき、令和３年８月から１０月まで

の各月において、市長部局及び教育委員会の監査を実施したので、同条第９

項の規定によりその結果をお知らせします。 

 

               竹田市監査委員  後藤 英一 

 

               竹田市監査委員  山村 英治 

 

■共通事項 

財務事務に関する監査については事前に精査をし、監査当日は証書類及びその

他関係書類等の審査を行い、処理について修正が必要な箇所は改善するよう指

導した。 

 

 

市長部局  

■農政課 

・「竹田市文書取扱規程」及び「竹田市事務決裁規程」に基づき処理した帳簿等

を提出すること。 

・第２次竹田市農林業振興計画に基づき、豊富な地域資源を活かし消費者ニー

ズの多様化に対応した魅力ある竹田ブランドとしての産品の確立を図るととも

に、経営力強化に取り組まれるよう要望する。 

・竹田市農業の実態をとらえる作業に取組み、竹田市を牽引する基幹産業を創

出していくために、農政を担う職員の研修や先進地への派遣等を行い、国や県、

関係機関や生産者の求める人材育成に努めるよう要望する。 

・農業施策の取り組みについては、大切な時期を迎えており、これまで以上に

農林整備課と連携を図ることを要望する。 

 

■畜産振興室 

・帳簿及び書類については指摘事項なし。 

・畜産業の生産振興を図るため、国や県などの補助制度を活用し、生産コスト

の低減と経営規模の拡大による経営安定が図られるよう取り組みを要望する。 
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・生産者の高齢化等により飼養戸数が減少傾向にあることから、中核的な担い

手となる後継者の確保や農業以外からの新規就農を進める取り組みを要望する。 

・畜産経営の親元就農者に対しては、既存の畜舎改修や、人工知能 AIとカメラ

を利用した管理や発情検知システム、哺乳ロボット等の導入に対する手厚い市

の支援施策を要望する。 

・新規就農者に対しては、廃農畜舎の解体と再利用や後継者不在の繁殖雌牛の

移譲等、関係機関と協議をして初期投資を抑える施策を講じることを要望する。 

・和牛肉を輸出する企業の参入により、多頭化とブランド化、子牛の高価額維

持、農畜産物の六次産業化、基幹産業と観光業との連携により竹田市全域の経

済活性化に繋げることを要望する。 

 

■農林整備課 

・耕地災害復旧事業補助金一件、大野川上流事業一件、多面的機能支払交付金

事業一件、地籍調査事業補助金一件については「竹田市文書取扱規程」に基づ

き決裁日等を記入すること。 

・竹田市の基幹産業である農林業にとって、農業生産の基盤となる農業用施設

などの整備は必要不可欠であり、引き続き農業経営の安定に向け取り組まれる

よう要望する。 

・国営大野川上流農業水利事業により築造された大蘇ダムの想定を超える浸透

問題については、国の責任で原因究明と抜本的な浸透抑制対策が実施されるよ

う、大分・熊本両県と受益地である阿蘇市・産山村と連携を図りながら要望強

化に一体的に取り組まれること。また、新たな利水施設と受益地に並ぶハウス

や露地野菜圃場の拡張、スマート農業に取り組む現状や展望など、竹田市の農

業がどのように変わっていくか、現場で働く人の思いや今後の課題などを、市

民が理解できるような展示や放映により、継続した事業成果の報告を要望する。 

・農業施策の取り組みについては、大切な時期を迎えており、これまで以上に

農政課と連携を図ることを要望する。 

 

■上下水道課 

・企業債台帳については、最新の年次償還金集計表を提出すること 

・平成３０年３月に策定された「竹田市水道ビジョン 2018」に基づき、「水道

サービスの持続性の確保、安全な水の保証、危機管理への対応の徹底」に向け

一層の取り組みを要望する。 

・令和５年４月を目標に簡易水道事業の公営企業会計の適用化が進められてい

るが、円滑な移行が図られるよう要望する。 
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・災害時の職務遂行について、現場において命を守る安全確保ができるように、

常日頃から防災活動職員初動マニュアルの意識化を図ることを要望する。 

 

■荻支所 

・備付帳簿の有害鳥獣対策事業綴を提出すること。 

・荻駅交流館の指定管理については、集札業務は「行政処分」に当たらないた

め、九州アルプス商工会との指定管理業務の見直しと、あわせて荻駅交流館条

例を改正すること。 

・荻支所が独自に定めている「支所の基本方針」に基づき、市民がいつでも気

軽に相談できる体制が引き続き取れるよう要望する。 

・指定管理を委任している農産加工所では特色ある商品を作り道の駅等で販売

をしている。近年利用率が低下しているため、市民や関係団体に呼びかけて、

利用率をさらに高め、地域の食材を活かした商品開発の後押しを行うよう要望

する。 

教育委員会 

■竹田幼稚園 

・配分予算の支払い処理は竹田市予算規則及び竹田市会計規則に沿って行うこ

と。 

・寄附の申し出があった場合は、竹田市物品取扱規則及び竹田市寄附採納事務

取扱要綱により処理すること。 

・配分予算の支払い処理は竹田市予算規則及び竹田市会計規則に沿って行うこ

と。 

・令和２年度の教育課程研究会の主題を「カリキュラム・マネジメントと関連

付けながら実施する学校評価」として、研究テーマを「教育課程や指導の状況

を評価し、改善につなげるための学校評価のあり方」とした取り組みをしてい

る。子どもたちが人間として社会と関わる人として生きていくための基礎を培

う幼稚園の基本方針にその成果を大きく反映していくことを切に期待する。ま

た、教育目標の「心豊かでたくましい子どもの育成」に向けて、家庭・地域・

関係機関との連携を更に図るよう要望する。 

 

■南部幼稚園 

・配分予算の支払い処理は竹田市予算規則及び竹田市会計規則に沿って行うこ

と。 

・寄附の申し出があった場合は、竹田市物品取扱規則及び竹田市寄附採納事務

取扱要綱により処理すること。 
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・目指す園像・教師像・家庭像・地域像を明らかにして重点目標を定め、「心豊

かでたくましく生きる子どもの育成」を教育目標に定めて、研究テーマを決め

て幼稚園の運営をしている。研究テーマの成果を基にして、園教育方針にある、

子どもたちの生きる力の基礎を総合的に育成していくことを切に期待する。ま

た家庭・地域・関係機関との連携を図るよう要望する。 

・これまでの災害の経験から、防災管理の徹底を期して、幼稚園、保護者、地

域の方々と共に適時、非常災害時の子どもたちの命を守る演習を行うことを要

望する。 

 

■直入幼稚園 

・配分予算の支払い処理は竹田市予算規則及び竹田市会計規則沿って行うこと。 

・寄附の申し出があった場合は、竹田市物品取扱規則及び竹田市寄附採納事務

取扱要綱により処理すること。 

・教育目標の「たくましく 心豊かで 意欲的な子どもの育成」に向けて、家庭・

地域・関係機関との連携を更に図るよう要望する。 

 

■学校支援センター 

・帳簿及び書類については指摘事項なし。 

・学校支援センター事務職員配置基準の見直しに伴う、業務負担について、市

教育委員会と連携して慎重な対応を求める。 

・運営目標の「組織力を生かし、竹田市全体の学校教育の推進にとりくむ」に

向けて、竹田市・各小中学校との連携を更に図るよう要望する。 

 

■学校給食共同調理場 

・給食費の未納分徴収については、特に現年分を優先すること。 

過年度分については分納誓約書の提出や法的措置も検討の上、滞納解消に努め

ること。 

・備品台帳は所管している全ての直近の台帳を提出すること。 

・学校給食法に定められた目標に沿って、「児童、生徒の健康の保持増進」、「望

ましい食習慣」、「食料の生産、流通及び消費」、「地産地消の推進」など、正し

い理解が得られるような取り組みを要望する。 

・栄養士の負担軽減のため、県下の同規模の調理場の状況を参考に２名体制と

することを要望する。 

・職員の健康管理と新型コロナウィルス感染症対策の徹底を引き続き要望する。 


